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１㸬࡟ࡵࡌࡣ

　美濃山遺跡は八幡市南部の標高約52ｍの丘陵

上にある遺跡です。北東には、美濃山廃寺・美

濃山廃寺下層遺跡が隣接しています。

　新名神高速道路整備事業に伴い、平成27年度

から発掘調査を実施してきました。今回の調査

では、弥生時代後期の竪穴建物、古墳時代後期

の竪穴建物や奈良時代の掘立柱建物、壁面や底

面が火を受けて赤く焼けた焼土坑を検出し、複

数の時期に営まれた集落遺跡であることがわか

りました。

　

２㸬調査ࡢ成ᯝ　

弥生時代　過去３年にわたる新名神高速道路整

備事業に伴う調査で、竪穴建物10基と土坑、谷

地形などを確認しました。

　丘陵の西側には小さな谷があり、地形が低く

なっているため、竪穴建物は調査地の東側の高

い位置に分布しています。

　今回の調査では、竪穴建物５基を調査しまし

た。竪穴建物は方形・円形に竪穴を数十cm掘り

下げて屋根をかけた半地下式の住居をいいま

す。床面上では周壁溝と柱穴を検出しました。

周壁溝は床面の壁際に沿って掘られた溝で、竪

穴の壁を保護するための板材が立てられたも

の、もしくは屋内の水を集めるための溝と考え

られています。今回の調査では、板材を埋設し

た痕跡は認められず、周壁溝から屋外に向けて

溝が掘られていたことから、住居内の雨水や湧

水を排水するために掘られたものと推測されま

す。柱穴内からは、完形に近い弥生土器の器台

や甕等が出土しており、建物の廃絶時に土器を

埋納したものと考えられます。

　竪穴２では周壁溝が竪穴に平行して２重に

巡っており、竪穴３では周壁溝が３重に巡って

いることから、それぞれ１回、２回の建て替え

が行われたことがわかりました。調査区西端で

は、2.8ｍ×1.7ｍの土坑１を検出し、内部から

甕・高杯・器台等が出土しました。

ྂ墳時代　竪穴建物４基と方墳状遺構を調査し

ました。竪穴７は、西辺にカマドが造られてい

ました。竪穴８の床面では、土を焼いて作った

移動式のカマドが出土しました。調査地南東で

は、方墳状遺構を検出しました。幅１～３ｍの

溝が方形に巡っており、形状から一辺約９ｍの

方墳と考えられます。溝の上層では土師器杯や

土馬などの奈良時代の遺物が多量に出土したこ

とから、奈良時代にマウンドが削られて溝が埋

められたと考えられます。

ዉⰋ時代　掘立柱建物８棟と柵１列を検出しま

した。建物は、調査地北側に分布する４棟から

なる一群と、南側に分布する４棟と柵１条から

なる一群に分けられます。いずれも比較的小型

の建物で構成されていることや、建物の方向が

揃っていないことから、一般集落の宅地と考え

られます。また、一辺2.5ｍの焼土坑１基を検

出しました。土師器の破片が多数出土したこと

から、廃棄土坑として利用されたようです。

௚　時期不明の焼土坑を19基検出しましࡢࡑ

た。遺物の出土が無く、時期や用途はよくわか

りません。ただ、２基の焼土坑からは焼土に混

じって鉄の細片がわずかに出土したことから、

鍛冶炉（鉄原料をハンマーで叩いて製品を作る

ための炉）の跡と考えられます。

３㸬ࡵ࡜ࡲ

　美濃山遺跡は、平地との比高約30ｍのさほど

高くない丘陵上に立地した集落跡で、今回の調

査で弥生時代後期の竪穴建物５基のほか、土坑

などを検出しました。近隣の美濃山廃寺下層遺

跡では、同時期の竪穴建物33基を調査してお

り、両遺跡の未調査部分を考慮すると、美濃山

丘陵上の広い範囲に数多くの竪穴建物が分布し

ていると推測されます。そして、美濃山遺跡で

は最大２回の建て替え、美濃山廃寺下層遺跡で

は最大で４基の竪穴建物が重複していたことか

ら、両集落の住居は２～３回の建て替えがなさ

れたと推定されるため、これらの集落は短期間

で廃絶したとは考えにくい状況です。

　弥生時代に稲作が行われるようになると、

人々は低地の水田近くに定住するようになりま

す。しかし、八幡市域の弥生時代後期の集落に

は美濃山遺跡や美濃山廃寺下層遺跡のほかに、

南山遺跡や備前遺跡、西ノ口遺跡など、丘陵上

に立地する集落が多く見つかっています。

　弥生時代後期には、全国の丘陵上や山の上で

集落が多数見つかっています。これは、全国的

にムラとムラとの抗争があったため、と考えら

れています。それぞれの地域に社会的・軍事的

な緊張関係があったため、敵を見張ったり、敵

の襲来をのろしで知らせるために小規模な集落

が山の上に配置され、大規模で一般的な集落も

また、稲を作る水田とは距離を隔てるという不

便さがありながらも、低丘陵上に居を構えざる

を得なかったと考えられています。

　今回の調査では、美濃山廃寺下層遺跡と同時

期の竪穴建物を確認し、美濃山丘陵上の広い範

囲に集落が立地していたことがわかりました。
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図１　調査地位置図(ᅜ土地⌮㝔�6=1/25�000�ᾷ)

１．美濃山遺跡　　２．美濃山横穴群　　　３．美濃山王塚古墳

４．狐谷横穴群　　５．美濃山廃寺　　　　６．美濃山廃寺下層遺跡

７．荒坂遺跡　　　８．女谷・荒坂横穴群　９．新田遺跡

10．金右衛門垣内遺跡　　11．宮ノ背遺跡　12．幸水遺跡

13．西ノ口遺跡　　14．備前遺跡　

図２　ࢳࣥࣞࢺ㓄置図
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⾲１　竪穴建物つᶍ୍ぴ ⾲２　掘立柱建物つᶍ୍ぴ

✀㢮 ␒ྕ 平面形 つᶍ 時期
1 方形 5.5ｍ×5.7ｍ

2 方形 6.4ｍ×７ｍ

3 ෇形 11ｍ

4 ከゅ形 ７ｍ

5 方形 ୙᫂

6 方形 ４ｍ×４ｍ

7 方形 ４ｍ×4.2ｍ

8 方形 ５ｍ×４ｍ௨ୖ

9 方形 ୙᫂

弥生

ྂ墳

竪

穴

建

物

✀㢮 ␒ྕ
1

2

3

4

5

6

7

8

柵 1

掘

立

柱

建

物

建物つᶍ

２㛫(3.2ｍ)×２㛫(3.8ｍ)

２㛫(3.5ｍ)×２㛫(3.7ｍ)

２㛫(4.5ｍ)×２㛫(4.5ｍ)

２㛫(3.2ｍ)×３㛫(4.4ｍ)

３㛫(5.1ｍ)

２㛫(4ｍ)×３㛫(6.4ｍ)

２㛫(4.2ｍ)×４㛫(6.8ｍ)

２㛫(3.4ｍ)×３㛫(5.1ｍ)

２㛫(3.8ｍ)×２㛫(3.8ｍ)



40

50

50

50

5
0

50

3
0

40

40

404
0

200ｍ0

美濃山遺跡

美濃山廃寺下層遺跡

竪穴建物

写真４　焼土坑(北から)

写真５　掘立６(北から)

写真２　竪穴１内柱穴出土遺物(北から)

写真３　竪穴３(南から)

図３　美濃山遺跡　平成29年度調査区　遺構平面図（Ｓ=１/800）

図４　美濃山遺跡・美濃山廃寺下層遺跡　弥生時代後期竪穴建物位置図（Ｓ=１/4000）

写真１　竪穴１(北から)
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竪穴：竪穴建物の略

掘立：掘立柱建物の略
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